
指定管理候補者の選定結果について 
 

１．施設概要 

 ・名 称：土石流被災家屋保存公園 

 ・所在地：南島原市深江町川原端 

 

２．指定管理候補者 

 ・名 称：南島原市 

 ・代表者：市長 松本 政博 

 ・所在地：南島原市西有家町９６番地２ 

 

３．選定経過 

（１）指定管理候補者の選定 

  下記理由により、南島原市を非公募で選定した。 

 ①災害の脅威と教訓を後世に伝承し、防災意識を高めるために設置した土石流被

災家屋保存公園は、旧大野木場小学校などとともに同施設を「陸の玄関口と大

地の力体験ゾーン」としてまちづくりを進める南島原市の施策とも合致してい

る。 

②隣接するふれあい公園、情報施設、トイレ等とともに「道の駅みずなし本陣ふ

かえ」を構成する施設として南島原市が一体的に管理することにより、効率的

な管理運営が可能である。 

 

（２）選定方法 

 ①第１回指定管理者選定委員会（平成２９年１１月７日） 

  委員長の選任、審査方法の決定、審査基準の策定、申請者ヒアリング、審査、

候補者の決定 

 

（３）選定委員 

区分 氏  名 役     職 

委員長 菊森 淳文 ながさき地域政策研究所理事長 

委 員 大野 友道 九州北部税理士会島原支部長 

委 員 馬越 孝道 長崎大学環境科学部教授 

委 員 伊藤 太一 島原市教育委員会教育次長 

委 員 大井 直 佐賀県立宇宙科学館統括マネージャー 

委 員 中田 洋 長崎県観光連盟国内誘致部長 



 

（４）選定結果 

  ・審査基準及び採点結果は別紙１「審査基準及び採点結果」のとおり 

（１００点×６名＝６００点満点） ４０２点 

 

（選定理由） 

・南島原市は、災害の脅威・教訓の伝承及び火山学習の場としての活用に向け

た取組について、「道の駅みずなし本陣ふかえ」等との関係施設とともに一

体的な管理による効率的な運営に努めている。 

  ・施設の適切な保存を行うため、安定した組織体制のもとで、施設の維持管 

理を行っている。 

  ・これらの提案等を踏まえ、事業計画書の「管理運営の基本的な考え方」や 

「保存公園設置趣旨の実現」等の各項目について採点を行い、総合計で６ 

割を超える得点を獲得し、委員全員からも指定管理者として適するとの判 

定を受けたことから、委員会として、南島原市が指定管理者の候補者とし 

て適していると判断した。 

 

（５）議事要旨 

   別紙２「選定委員会議事要旨」のとおり 

 

（６）事業計画書 

   長崎県企画振興部地域づくり推進課で閲覧できます。 

 

４．今後のスケジュール 

（１）平成２９年１１月定例県議会に議案提出 

（２）議決後、指定管理者として知事が指定 

（３）指定管理期間 

   平成３０年４月１日～平成３３年３月３１日 

 

５．問い合わせ先 

  〒８５０－８５７０ 長崎市江戸町２－１３ 企画振興部地域づくり推進課 

半島・過疎対策班 

  ＴＥＬ ０９５－８９５－２２４５ 

  ＦＡＸ ０９５－８９５－２５５９ 

  e-mail S36023@pref.nagasaki.lg.jp 

 


